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年
総
て
附
田
苛
共
時
は
幼
少
故
何
の
緋
も
た

t
、
商
人
鈴
火
を
手
陀

据
て
榊
前
へ
赴

t
所
を
、
後
先
陀
な
り
川
柳
前
へ
至
り
内
附
仰
を
鋭
見
る

に
、年
五
十
有
徐
の
人
衣
冠
正
し

t
勿
主
持
、
翠
縦
の
内
よ
り
御
限
見

出
し
坐
し
給
ふ
。
徐
人
の
固
に
は
不
出
品
や
有
け
ん
、
敬
奔
す
る
鉢
も

無
之
。
某
は
何
の
忠
肢
も
な
〈
、天
紳
也
と
見
居
た
る
迄
也
。
年
経
成

長
の
後
、
此
事
を
感
心
し
信
仰
無
他
。
或
時
参
時
帽
の
序
、
北
野
の
紳
影

を
務
到
も
の
は
、
来
な
ら
で
は
有
間
数
と
、
枇
司
へ
認
し
け
る
と
也
。

長
門
閣
陀
三
寸
天
刑
の
枇
あ
り
。
丞
相
自
笠
の
彬
と
去
。
山
県
般
に
は

4

・7

古
来
の
哲
例
に
て
、
安
惑
問
苛
よ
り
三
寸
を
献
宇
。
使
ち
紳
前
に
供

す
。
即
時
K
管
川
聞
の
御
函
赤
〈
成
り
ぬ
。
参
詣
の
詩
人
毎
度
車中見
と

也
。
長
門
浪
人
前
悶
三
郎
兵
衛
と
云
者
本
務
へ
来
り
、
後
剃
袋
し
て

井
上
友
客
と
改
稀
す
。
此
人
度
々
準
見
と
云
。

一
、
八
依
宮
家
菅
馴
回
開
閉

八
僚
官
一
品
式
部
卿
相
官
仁
親
王
は
、
陽
光
太
子
の
御
子
陀
し
て
後
防

成
帝
の
豊
弟
也
。
倒
白
笠
臣
秀
吉
公
の
猪
子
と
し
て
新
家
を
磁
ら
る
。

是
八
線
中
棋
の
組
也
。
仰
領
地
披
州
桂
の
星
下
邸
の
内
に
、古
廿
郁
夫
一
脚
の

駐
あ
り
。
見
比
は
丞
相
左
濯
の
時
先
づ
都
下
を
退
去
、
桂
阜
の
下
邸
に

移
ら
れ
、
此
所
広
師
甘
〈
停
切
あ
っ
て
筑
紫
へ

下
肉
せ
ら
る
。
此
時
守

可
鋭
小
祝
容
四
十
六

邸
の
窓
毘
の
内
、
特
に
忠
愛
深

t
縛
u

h
k

の
情
陀
不
堪
訪
問
t
邸中
仕
す
。

丞
相
共
志
在
感
菩
し
、
自
ら
鐙
像
を
聞
し
て
冊
附
v
之
、
且
言
〈
。
茶
界
的

京
の
事
難
し
。
廿
棋
を
四
倍
忠
は
Y
H
A起
を
宥
よ
と
て
賜
り
ぬ
。
敏
子
孫
相

体
て
是
を
枇
主
と
し
て
一
一
耐
を
遁
立
し
、
代
々
崇
奉
す
と
云
。
然
K

設
序
推
移
り
、共
来
肢
を
師
一
昌相
川
者
↓
智
仁
親
王
の
子
智
忠
貌
王
の
代
、

高
治
年
中
共
胴
を
破
却
し
関
税
の
地
と
す
。
知一
ν
畿
智
忠
病
脳
、
立
文

二
年
壬
寅
七
月
七
日
夜
宇
。
嗣
別
措
哩酷一紘一
川一一一四四叫ん
明書

無
嗣
。
後
水
尾

初
皇
子
符
a
笠
子
-
立
ち
、
八
保
宮
ニ
ロ
川
式
部
卿
総
仁
親
王
と
蹴
す
。

立
文
五
年
乙
巴
十
月
三
日
勾
世
す
，
無
嗣
。
後
図
院
皇
子
立
つ
。
八

保
宮
無
ロ
川
中
務
卿
長
仁
親
王
と
鋭
す
。
延
費
三
年
乙
卯
六
月
三
十
五

日
蚤
世
な
り
。
川
知
嗣
。
同
術
皇
子
立
つ
。
八
僚
富
二
品
川
押
正
予
向
仁

親
玉
と
蹴
す
。
元
総
二
年
己
巴
八
月
六
日
早
世
な
り
。
無
刷
。
傑
陀

二
十
七
年
の
内
陀
し
て
四
親
王
相
培
で
逝
去
す
。
師
免
偏
に
天
一仰の
山山間

無
撲
と
し

τ、
仙
洞
の
勅
定
陀
て
桂
旦
天
引
仰
の
枇
、如
v
開山
市
什
興
有
之
。

且
八
僚
の
家
鋭
を
剣
山
骨
し
、
而
し
て
仙
澗
の
皇
子
作
宮
を
し
て
彼
遺

跡
を
絞
が
し
め
、
新
K
蹴
a
常
鰐
井
富
↓
母
は
ず
臼
氏
。
五
僚
錦
府
の
女
也
。

然
K
此
宮
も
無
v
畿
病
苦
し
、
典
薬
顕
も
賠
続
無
験
と
一
耳
。
公
卿
愈
郊

の
日
仙
洞
勅
し
て
云
。
相
官
忠
誤
て
破
=
却
天
紳
枇
-
す
、
故
K
新
に
設
=

λ
五
五




